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居
や
独
居
対
策
等
、
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
充
実
に
向
け

た
総
合
的
な
計
画
に
し
て

は
。

市
長　
計
画
策
定
に
お
い

て
議
論
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

や
転
入
者
は
町
会
・
自
治

会
加
入
が
少
な
い
よ
う
に

思
う
。
近
年
建
設
さ
れ
た

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
は
町

会
未
加
入
、
自
治
会
設
置

も
難
航
し
て
い
る
な
ど
問

題
で
あ
る
。
建

設
の
際
に
マ
ン

シ
ョ
ン
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

設
置
の
義
務
付

け
や
町
会
・
自

治
会
加
入
を
求

め
る
な
ど
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
参
加
に
向
け

た
対
策
を
。

市
長　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
参
加

に
つ
な
が
る
よ

う
努
め
る
。

働
く
保
護
者
の
子
の
み
な

ら
ず
、
全
て
の
児
童
を
対

象
と
し
た
放
課
後
の
成
長

の
場
で
あ
る
「
全
児
童
対

策
」
へ
の
移
行
を
。

市
長　
①
現
在
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
②
検
討

し
て
い
く
。

議
員　
次
年
度
、
高
齢
者

福
祉
計
画
を
策
定
す
る

が
、
介
護
予
防
の
概
念
を

拡
大
し
、
シ
ニ
ア
の
健
康

づ
く
り
や
就
労
支
援
、
住

議
員　

広

報
戸
田
市

に
掲
載
の

Ａ
Ｒ
動
画

は
ど
う
活

用
さ
れ
て
い
る
か
。

政
策
秘
書
室
長　
広
報
戸

田
市
で
は
、
読
み
や
す
く

魅
力
の
あ
る
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て

さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を

実
施
し
て
い

る
。
ス
マ
ホ

を
か
ざ
す
と

写
真
が
動
き

だ
し
様
子
を

印
象
的
に
伝

え
る
Ａ
Ｒ
動

画
も
そ
の
一

つ
。
市
内
の

出
来
事
を
写

真
で
紹
介
す

る
「
Ｔ
Ｏ
Ｄ

Ａ
Ｙ 

Ｓ 

Ｔ

Ｏ
Ｄ
Ａ
」や
、
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
表
紙
等
で
活
用
。

今
後
は
市
が
取
り
組
む
事

業
を
紹
介
す
る
際
も
活
用

し
て
い
く
。

議
員　
広
報
紙
で
の
特
集

や
広
報
番
組
「
ふ
れ
あ
い

戸
田
」
で
Ａ
Ｒ
動
画
の
使

い
方
を
紹
介
で
き
な
い
か
。

政
策
秘
書
室
長　
市
民
の

皆
様
に
知
っ
て
も
ら
い
、

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
提
案
を
実
施
す
る
方

向
で
検
討
し
た
い
。

議
員　
全
国
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
紹
介
は

「
モ
ノ
」
情
報
中
心
。
戸
田

市
で
は
「
モ
ノ
」
を
生
み

出
し
た
「
人
」
に
注
目
し
、

「
戸
田
市
の
人
こ
そ
戸
田

市
の
魅
力
・
可
能
性
」
と

い
う
観
点
か
ら
、
込
め
ら

れ
た
思
い
や
開
発
の
物
語

等
も
紹
介
す
る
こ
と
で
、

共
感
や
応
援
し
た
い
気
持

ち
を
生
み
出
す
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　
今
後
の

返
礼
品
と
し
て
、
花
火
大

会
や
戸
田
マ
ラ
ソ
ン
等
の

参
加
体
験
型
も
検
討
。
品

物
に
つ
い
て
は
「
生
産
者

の
思
い
等
」
を
よ
り
発
信

し
て
い
け
る
よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
工
夫

し
て
い
く
。

戸
田
市
の
広
報
番
組
で

使
い
方
を
紹
介
で
き
な
い
か

「
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
」

林 

冬
彦 

議
員

広報紙ＡＲ動画

市が保育の一定基準を
設けることが必要

県内市で一番高い
介護保険料引き下げを
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「現在の取り組みを進めていく」

「低所得者への配慮を検討する」

議
員　
①
全
国
の
保
育
施

設
で
死
亡
事
故
が
起
こ
っ

て
い
る
。
戸
田
市
に
お
い

て
も
、
園
に
よ
っ
て
は
、

安
全
確
保
の
ノ
ウ
ハ
ウ
不

足
や
、
古
い
考
え
方
の
保

育
内
容
か
ら
更
新
が
な
さ

れ
て
い
な
い
等
の
指
摘
が

あ
る
。
現
状
、
多
様
な
事

業
者
が
保
育
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
市
が
一
定
基
準

を
設
け
る
こ
と
が
必
要
。

②
公
立
学
童
保
育
は
、
預

り
時
間
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

充
実
等
の
改
善
を
。ま
た
、

議
員　
平
成
29
年
度
は
第

７
期
介
護
保
険
料
見
直
し

の
年
で
あ
る
。
現
在
、
戸

田
市
の
介
護
保
険
料
は
県

内
市
の
中
で
最
も
高
い
保

険
料
に
な
っ
て
い
る
。
保

険
料
引
き
下
げ
は
、
市
民

の
強
い
願
い
で
あ
る
。
せ

め
て
埼
玉
県
平
均
の
保
険

料
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で

は
。

市
長　
高
齢
化
が
進
み
介

護
給
付
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
、
介
護
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
大

変
厳
し
い
。
介
護
予
防
事

業
等
を
推
進
し
、
介
護
給

付
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
健
全
財
政
の
維

持
を
図
る
。
第
７
期
に
お

い
て
は
低
所
得
者
に
配
慮

し
た
適
正
な
所
得
段
階
と

な
る
よ
う
検
討
す
る
。

議
員　
保
育
園
の
待
機
児

童
緊
急
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
事
業
の

実
施
で
、
待
機
児
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

市
長　
用
地
確
保
や
運
営

事
業
者
新
規
参
入
に
課
題

な
ど
あ
る
が
、
認
可
保
育

所
の
新
設
を
中
心
に
受
け

入
れ
枠
を
拡
大
し
、
平
成

31
年
４
月
ま
で
に
待
機
児

童
解
消
を
目
指
し
て
い
る
。

議
員　
市
民
病
院
の
な
い

戸
田
市
に
と
っ
て
、
市
民

医
療
セ
ン
タ
ー
は
か
け
が

え
の
な
い
公
共
施
設
で
あ

る
。
積
極
的
経
営
改
善
を

行
い
直
営
を
堅
持
す
べ
き
。

市
長　
平
成
30

年
度
か
ら
５
年

間
の
改
革
プ
ラ

ン
で
経
営
改
善

を
図
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、

市
民
に
「
安
心
・

安
全
・
安
定
」

し
た
医
療
を
提

供
し
た
い
。

総括質問

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定
例市議会で、市政全般に対し質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、１６人の議員が一般質問を行い

ました。ここに掲げたのは、その質問・答弁の大
要で、質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページか

らご覧いただくことができます。
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▶
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

▲広報戸田市４月１日号の　「TODAY'S　TODA」

▶
シ
ニ
ア
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

は(

写
真
は
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
：
平
成
27
年)

一般質問一般質問

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

シ
ニ
ア
の
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
充
実
に
向
け
て

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
参
加
へ

保
育
園
待
機
児
をゼ

ロ
に

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
は

市
直
営
を
堅
持
す
べ
き

平成 29 年３月 24 日撮影

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
は

思
い
も
紹
介
を

‘


